
赤色蛍光体励起用のオレンジ色のレーザー 
 

ダイオード励起固体(DPSS)レーザー技術の

最近の進歩により、特にフローサイトメト
リーや共焦点顕微鏡など、ライフサイエン
ス研究用の機器に実際に組み込むことがで
き る 波 長 の 数 が 増 加 し ま し た 。
DPSS532nm および 561nm レーザーは、

これらの機器でより一般的に使用されるよ
うになり、生物医学研究者が緑色または黄
色の励起を必要とする新しい種類の蛍光プ
ローブを使用できるようになりました。た
だし、黄色の 561nm と赤色の HeNe レー

ザーまたはダイオードレーザー(630nm～

640nm)の間のギャップを埋めるのはさら

に困難でした。 

594nm で発光するオレンジ色の HeNe レーザ
ーは以前から利用可能でしたが、出力が非
常に低いため、フローサイトメーターに組
み込まれることはほとんどありません。オ
レンジ色のHeNeレーザーは共焦点顕微鏡に
統合されており、オレンジ色で励起された
蛍光プローブを顕微鏡で使用できるように
なりました。590～595nm の範囲で励起する
能力は、最近開発された発現可能な蛍光タ
ンパク質を含め、この波長範囲で最適に励
起される多数の蛍光プローブがあるため、
実際に非常に有用です。オレンジ色のレー
ザー光は、フローサイトメトリーの励起能
力における最後の大きなギャップでした。 

594nm モジュールを使用したフローサイト
メトリー分析の例を図 2 に示します。
Cobolt Mambo 50mW モジュールが BD に搭載
されました。 

594nm DPSS レーザーモジュールは、Texas 
Red や Alexa Fluor 594(Invitrogen、カリ
フォルニア州カールズバッド)などの標準
蛍 光 プ ロ ー ブ に 加 え 、mPlum、Tag 
FP635(旧 mKate)、Turbo FP635 などの最近
開発された赤色蛍光タンパク質の励起に最
適です。(以前の Katushka)および Cell 
Tracker Red(Invitrogen)。 

図3のデータに示されているように、594nm
の波長は実際にこれらのプローブに優れた
励起を提供します。 

 

図 1: .CoboltMambo™594nm. 

 

図 2.: Cobolt Mambo™ 594nm を使用したサイトメトリー分析 

 

図 3.: 赤色蛍光タンパク質の励起 
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594nm レーザー光源は赤色蛍光タンパク

質の励起を可能にするだけでなく、APC

や APCCy7 などの 640nm ダイオードに

よって通常励起されるタンパク質の励起
にも使用できます。したがって、研究者
は 1 つのレーザー光源で 561nm～

640nm のスペクトルにアクセスできます

(図 4)。 

研究者や機器メーカーがオレンジのこれ
らの新しい励起の可能性を活用できるよ
うにするためには、適切なフィルターが
利用可能であることも非常に重要です。
594nm レーザー用に特別に設計されたハ

ードコートされた光学フィルターが現在、
Semrock,Inc から入手可能です(図 5)。 
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図 4.通常 640nm ダイオードによって励起されるタンパス質の

励起 

 

図 5.ハードコートされた光学フィルター 
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